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○教育プログラムの開発
　教務部長 「この IPPOって農業体験プログラム？」
　職員 「違います」
　教務部長 「じゃ、インターンシップなの？」
　職員 「それとも違います」
　教務部長 「．．．じゃあ、やっていいよ」
　かなり乱暴に端折って書くと、本書『ワセダ発！ぶつかる社会
連携』には、この本が扱う社会連携教育プログラムに着手するに
あたり、担当職員と教務部長との間でこのようなやり取りがあっ
た、と書かれています。
　その元には、「早稲田らしい教育プログラムの開発」という使
命が、当時このプログラムを開発した教務部社会連携推進室（現：
教務部教育連携課）にあったからです。
　「見渡せばあちこちでやっているようなプログラムをわざわざ
時間とお金をかけて真似る必要はない」
　もっともです。しかし、だとすると何をゴールに定めて走るのか？
浮かび上がってくるのは、「早稲田らしい」というフレーズです。
○ワセダらしさ？
　一般に「早稲田らしさ」が語られるとき、そこで使われる言葉
は多種多様です。早稲田大学との関わり方が人によって異なるよ
うに、（言葉にできない想いを含め）早稲田らしさの定義は人に
よって全て異なります。まさにその状態が早稲田であり、それら
が混在できるからこそ早稲田だと言えるのですが、それでもやは
り共通項が、言い換えるなら、人々を早稲田に繋ぎとめているも
のが、あります。
　それは何か。その根源に早稲田大学三大教旨（1913年 大隈重信）
があることに異を唱える人はいないでしょう。
　「学問の独立」「学問の活用」「模範国民の造就」
　本著では、この社会連携教育プログラム（以下、IPPOプログ
ラム）は、その三番目「模範国民の造就」に立脚したものであった、
と書かれています。
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○模範国民の造就
　而して模範的國民とならんとすれば、知識のみではいかぬ。道
徳的人格を備へなければならぬ。而して一身一家、一國のための
みならず。進んで世界に貢献する抱負が無ければならぬ。
『早稻田學報』早稻田學會　第 225号 9頁。1913年 11月
　これは、鎌田薫総長が本著の冒頭に寄せた文の中で紹介してい
る大隈重信の言葉で、模範国民について重要なポイントが説明さ
れています。知識は必要だが「のみではいかぬ」と。ここで言っ
ているのは姿勢です。「進んで世界に貢献する」とは、人のため
に動こうとする姿勢なのです。
　本書『ワセダ発！ぶつかる社会連携』では、知識の取得と違って数
値化し辛い「姿勢」に踏み込む教育として、「人にぶつかる」リアル
な体験ができたか否かが重要であると、一つの解に䭝り着いています。
　他者が持つ多様な価値観にきちんと向き合い、認めることを通
して、自分はどうありたいのかを問う過程。それは、自己受容に
繋がると同時に、自らを動かし他者と共に行動を起こすことので
きる人材を育成すると考えたのです。
○自分を動かす“メタ勇気”
　即ち學問をするには腦の力を要し、仕事をするには腕の力を要
し、身體を動かすには脚力を要する。而して、學問と云い、事業
と云い、苟も之れを大成せしめんとするには、先ず之れを統ぶる
に意志の大いなる力を要するものである。
『眞人』眞人社　第 29号 1頁「力の養成」。1913年 11月
　更に、『眞人』の中で大隈は、知の探究や学術的体系による知
の習得、様々な高度な訓練による能力の蓄積、それらの基盤にな
る要因が意思の大いなる力、すなわち“勇気”であると述べてい
ます。
　個々の人の行動の元となるこの“メタ勇気”、それこそが「ワ
セダらしさ」に結びついています。長きにわたって、早稲田大学
を「ワセダらしい」と言わしめてきたのが、この空気のように存
在する「“メタ勇気”を育てる力」でした。キャンパス内で、キャ
ンパスを越えて、人と人が混在しぶつかり合う場、それがワセダ
だったのです。
　IPPOプログラムの目的は、まさにこの「“メタ勇気”を育てる
力」に焦点を当てることでした。他者との関わりの中において自
分を問うことなしに、この「自らを動かす勇気」を育成すること
はない。よって、人にぶつかる体験が不可欠だ、と考えたのです。
○プログラムのノウハウ
　本書は、他者とリアルにぶつかることに注力した新しい社会連
携プログラムを、その企画段階のモヤモヤした議論から実施のゴ
タゴタまで、分かり易くなぞっています。大学職員が、地域、企業、
コミュニティーにおける人々と、文字通りぶつかりながら、一つ
のプログラムを形成する過程です。
　1）「教育とは何か」という哲学的な命題、2）学生に誰をぶつ
け何を伝えるのかという問い、3）「ぶつかる」とはどういうこと
か、他のプログラムと何が違うのかという議論、4）フラットな
関係を築く工夫、5）リスク管理は誰のために行うのかという配慮、
6）広報の工夫、7）地域コミュニティーへのアプローチ方法、8）
受け入れてくれる側の利益、9）組織としての大学内での段取り、
等々、本書は、実に様々な角度からそのノウハウを提示しながら、
それらを追体験する仕掛けになっています。
○社会と連携と教育
　当時のスタッフは、この IPPOプログラムに着手するにあたり、
“メタ勇気”のイメージ
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先ず、社会連携教育を「社会」「連携」「教育」に解体する作業を行い、
最終的に次の様に定義づけています。
　「キャンパスの外で、社会との具体的な関わりを通じ、学生自
らが『実社会において生きること、生きていくこと』に関する気
づきを引き出すこと。そしてその気づきに応じて、何を、如何に
学ぶのかを考え直すきっかけを作ること」
　そして、実社会を舞台にする裏付けが、やはり大隈の言葉の中
にありました。
　實は自己の長所短所や又は適不適といふことも、實際社會の事
物に觸れて見なければ、本當に分るものでない。（中略）總て社
會の實際の上にあたつた後でなければ、「自己」といふものは分
からない。 『青年の為に』東亜堂　172-173頁。1919年
　「人にぶつかる」と言った時の他者は、基本的に誰であっても
構いません。現に IPPOプログラムでは、対象となる他者をプロ
グラムによって 2段階に分けています。
　学生にとってハードルの低い「学生」（fumidasuプログラム）と、
次のステップとしての「社会人」（tsunagaruプログラム）の 2
つです。他者とフラットな関係を築くことができれば、もちろん
学生同士でも構いませんが、実際の社会の事物に触れるためには、
相手が社会人であった方がよりストレートで、「ぶつかる」イン
パクトが大きくなるのは言うまでもありません。
○アインバールハイト哲学
　さて、本書の著者である友成真一教授（理工学術院）について
触れておきます。友成教授は、通商産業省（現：経済産業省）を
経て本学で研究・教育に携わるという経歴を持
ち、自己紹介の一つに「いわゆる過去官僚形で
す（笑）」というフレーズがあります。専門は「地
域経営」「行政経営」「自分経営」「環境経営」「エ
ネルギー政策」と多岐に渡りますが、特に哲学
者の顔になるときは、ドイツの経営哲学者（と
思われる）アインバールハイト 1）の言葉を好ん
で引用します。
　その“アインバールハイト哲学”を元にした
と言える「素ダコとタコつぼ論」「ミマクロ論」は、
その時に生きる人間と、それを取り巻く社会と
いうものの本質を分かり易く読み解きます。学
生の口コミにより評判は広まり、オープン科目
「自分経営」は受講希望者が殺到するほどです。
○なぜキセキなのか？
　IPPOプログラムは大学職員が主体となって実施したものです
が、通常、事務処理を主としている（アインバールハイト的に言
うと、“タコつぼとしての組織下で、常にその圧力に晒され知覚
しつつ労働する”）職員だけで、本質的な議論を交わすには、ど
うしても限度があります（これは、能力ではなく環境の問題です）。
　友成教授は、このプログラムの計画段階より、社会連携研究所
所長という立場から、要所においてプログラムの補正を行って
います。職員同士の議論が、「企業」や「行政」さらには「成果」
を伴う「プログラム自体」というタコつぼに引っ張られそうにな
ると、本質へ引きずり込む（！）問いを投げかけ続けました。一
方、職員はそれらの球を全身で受け止め、形にする努力をし続け
たのです。それは、学生という他者のために動こうとする“姿勢”
でした。
　この IPPOプログラムを本質的な意味で早稲田大学教旨に沿っ
たものにするには、企画した職員自らが、様々な局面で、目の前
の人にぶつかることが不可欠でした。友成教授は、本書の終わり
に、だからこそ“関わったすべての人たちが育てられた”プログ
ラムであったと結んでいます。
　この IPPOプログラムが実現したのは、2013～ 2016年の約 4
年間、そこに集まり散じた個々の人間が、その一瞬一瞬において、
人としてぶつかった結果だったのです。
　それこそが、まさにキセキでした。
　それは、早稲田大学建学当時の想いが 100年以上もの時を超え
て、21世紀の現在に形を変えて結実したキセキだったと言えます。
［友成 真一 理工学術院 教授
　著書］
『問題は「タコつぼ」ではな
く「タコ」だった』（ディス
カヴァー携書 2008年）
『現場でつながる！地域と大
学』（東洋経済新報社 2004
年）
『ワセダ発 !ぶつかる社会連
携：大学職員による教育プロ
グラム』（水曜社 2016年 11
月）
1）アインバールハイト：友成
教授の話を総合すると、長年
に渡って友成教授の近しい存
在であることが伺い知ること
ができるが、経歴、著作等は
不明。
